
新１年生を迎え、新学期がスタートしました。学校給食は学校教育の一環として、

児童生徒が栄養バランスのとれた適切な食事を先生や友達と一緒に食べるなかで、社

会性や感謝の心、食事の大切さ、健康と食との関わり、食文化などを学ぶ時間です。

ご家庭でも給食の話題をきっかけに、子どもたちの食への興味関心を高めたり、食

経験を広げていただければと思います。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

給食での１食分の量の決め方

学校給食は、小学校の低・中・高学年、中学校ごとに、厚生労働省の

「日本人の食事摂取基準」を参照して、文部科学省から基準が示されて

います。エネルギー量については、身長・体重・運動量（身体活動量）

をもとに、１日の推定必要エネルギー量を求め、３食で補給すると考え

て、給食ではその１/３がとれるようにしています。

さらに詳しく！

※学校給食

摂取基準より

食育は、学校だけですべてを行うことはできません。日々の生活を通して、自然と望ま

しい食習慣が身に付くよう、ご家庭で気を配っていただきたいポイントをご紹介します。
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琴浦町立学校給食センター
食育だより ご家庭で「ちょこっと食育」はじめませんか？


